
表 1426　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析時間(時間/回)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析時間 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

3.0未満 15 15 1 4 20
（％） (100.0) (100.0)
3.0～ 444 15 3 1 463 16 70 549
（％） (95.9) (3.2) (0.6) (0.2) (100.0)
3.5～ 284 27 2 1 3 317 17 46 380
（％） (89.6) (8.5) (0.6) (0.3) (0.9) (100.0)
4.0～ 5,113 343 8 46 49 5,559 178 664 6,401
（％） (92.0) (6.2) (0.1) (0.8) (0.9) (100.0)
4.5～ 602 50 3 5 10 670 23 69 762
（％） (89.9) (7.5) (0.4) (0.7) (1.5) (100.0)
5.0～ 904 53 2 11 4 974 23 142 1,139
（％） (92.8) (5.4) (0.2) (1.1) (0.4) (100.0)
5.5～ 35 4 39 2 3 44
（％） (89.7) (10.3) (100.0)
6.0～ 47 2 1 50 3 53
（％） (94.0) (4.0) (2.0) (100.0)
6.5～ 4 4 4
（％） (100.0) (100.0)
7.0～ 43 1 44 1 45
（％） (97.7) (2.3) (100.0)
合計 7,491 495 16 66 67 8,135 261 1,001 9,397
（％） (92.1) (6.1) (0.2) (0.8) (0.8) (100.0)

記載なし 4,698 30 2 4,730 43 2,960 7,733
（％） (99.3) (0.6) (0.0) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 4.13 4.13 4.29 4.16 4.11 4.13 4.06 4.11 4.13

標準偏差 0.56 0.48 0.64 0.45 0.34 0.55 0.52 0.53 0.55

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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